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最
近
濁
逸
に
於
け
る
公
債
政
策
論

島

恭

彦

「
て
は
し
が
き
、
二
、
計
霊
的
資
本
政
策
、
一
二
、
関
家
信
用

目
次
{{
か
閥
家
権
力
品
、
四
、
生
底
力
の
動
員
則
イ
ン
フ
レ
防
止
論

一
、
は

し

'1.1> 

き

世
界
経
済
恐
慌
が
濁
治
主
投
っ
た
一
九
二
九
年
配
中
心
」
し
て
、
濁

拍
岨

n
リ
公
債
政
策
に
は
一
つ
の
新
な
同
盟
化
が
起
り
つ

L

め
っ
た
。
こ
の
年

ヒ

も

プ

ア

戸

f
j
ゲ
軍
H
つ
問
主
再
J

三
立
量
老
若
D

7

2

f

，

ナ

聞
と
結
ん
だ
借
款
は
品
開
め
て
不
利
な
傑
件
。
下
で
成
立
し
、
同
年
の
末

終
に
V

ヤ
ハ
ト
の
信
用
拒
絶
に
舎
っ
て

H
蔵
相
は
失
脚
し
た
、
こ
り
事

件
は
確
か
に
枇
曾
費
の
膨
脹
に
封
ず
る
潟
市
資
本
心
峻
烈
な
批
判
刊
で
あ

り
「
獅
逸
園
家
を
一
帽
の
貧
民
救
済
局
と
し
、
と
れ
に
よ
っ
て
閣
民
の
道

徳
的
な
力
を
弱
め
た
一
」
一
位
合
民
主
々
義
の
敗
北
で
あ
り
、
濁
逸
資
本
主

義
の
再
建
と
政
治
的
強
化
の
任
務
を
お
び
た
ナ
チ
ス
政
権
の
銃
場
を
約

束
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
三
年
ナ
チ
ス
政
権
の
確
立
し
て
以
来
、
高
率
の
利
子
負
措
中

金
融
市
場
の
梗
塞
扱
惑
は
宇

L
縫
和
さ
れ
た
が
、
そ
の
代
り
軍
備
捷
虫
、

園
産
原
料
の
開
愛
等
々
に
要
す
る
に
新
な
負
婚
が
帝
国
財
政
に
加
っ

た
結
呆
と
し
て
、
公
債
は
著
し
〈
膨
脹
し
が
。
而
も
濁
逸
は
こ
れ
を
消

化
す
べ
き
充
分
な
儀
剃
生
産
力
を
持
た
か
い
の
で
、
一
腹
短
期
債
り
務

最
近
刊
明
治
に
於
け
る
公
債
政
策
論

行
に
よ
る
か
、
又
は
困
民
経
済
全
般
に
亙
る
庚
汎
な
統
制
に
上
っ
て
消

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
濁
逸
。
会
債
政
策
か
ら
は
倫
資
本
主
義
白

危
機
。
諸
相
が
去
ら
な
い
の
で
あ
る
o

か
宇
う
な
扶
勢
に
基
礎
を
置
〈

と
こ
ろ
の
濁
逸
。
公
債
政
策
或
は
そ
の
背
景
を
な
す
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は

自
ら
従
来
白
消
品
川
的
、
改
良
主
義
的
な
立
場
を
地
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
外
債
は
自
由
主
義
時
代
に
於
け
る
様
に
、
車
な
る
財
政
上

の
均
衡
を
維
持
す
る
手
段
で
は
な
〈
、
む
し
ろ
禍
治
資
本
主
義
経
済
白

復
興
の
銭
に
来
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
そ
り
上
に
従
来
り
様

な
公
債
に
よ
る
温
情
主
義
的
な
枇
曾
政
策
は
絡
謝
に
排
序
し
た
付
れ
ば

な
ら
な
い
。
公
債
は
も
は
干
零
細
資
金
の
安
全
性
を
擁
護
す
る
手
段
で

も
な
け
れ
ば
、
ま
た
小
レ

Y

ト
タ
!
の
生
活
を
保
設
「
る
手
段
ホ
に
も
な

司、・封

Z礼
何

は

主

主

十

ム

ご

川

H
d、
作
ヒ

i
v
y
u
f
E
A
J
L
V
一
ょ
i
t
E
'
A
7
m
p
j〆む

:
1車
事
:
ヰ
f

訟
オ
JJ4J与

の
経
済
政
策
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
債
政
策
は
抗
日
〈
て
以

前
白
様
な
財
政
々
策
と
し
て
の
中
立
性
宇
一
枇
曾
政
策
上
申
目
的
聖
地
棄

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
か
う
い
っ
た
政
策
上
、
イ
デ
オ

n
ギ
l
上

。
嬰
化
は
ナ
チ
ス
政
権
白
設
場
以
来
湖
逸
の
公
債
政
策
論
の
中
に
明
恥

に
窺
れ
る
。
一
九
三
三
年
と
一
吉
へ
ば
ナ
チ
ス
政
権
の
確
立
し
た
年
で
あ

り
、
ま
た
「
フ
イ
ナ
ン
ツ
・
ア
ル
ヒ
フ
」
が
V

ヤ
ン
ツ
の
苑
後
を
う
け
て

テ
ジ
ユ
マ
ツ
ヒ
ャ
ー
の
監
輯
に
移
っ
た
年
で
も
あ
る
。
私
は
と
り
年
b

ら
一
九
三
六
年
に
至
る
「
ア
ル
ヒ
フ
」
の
中
で
特
に
潤
迎
。
公
償
問
題
を

専
問
的
に
取
扱
っ
た
二
、
三
の
論
文
を
え
ら
ん
で
、
次
に
紹
介
を
兼
ね

て
、
批
判
し
て
見
中
ぅ
。

=
、
計
霊
的
資
本
政
策
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四
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四
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最
近
濁
逸
に
於
け
る
公
債
政
策
論

私
は
先
づ
現
費
に
近
い
問
題
を
取
扱
っ
て
ゐ
る

E
・
グ
ロ
ス
の
論
文

か
ら
始
め
や
う
。
「
渦
逸
に
於
け
る
公
債
問
題
、
公
共
的
資
本
政
策
の
新

秩
序
に
闘
す
る
論
攻
以
こ
れ
で
あ
る
。
被
は
濁
挽
一
に
於
け
る
公
債
問
題

の
溌
展
を
賊
史
的
に
考
察
し
た
後
で
、

J

九
三
三
年
以
後
採
用
さ
れ
る

べ
き
公
債
政
策
の
「
新
計
聾
」
を
論
ピ
て
ゐ
る
。

グ
ロ
ス
に
よ
れ
ば
犬
戦
前
の
納
治
は
腕
い
起
債
市
場
を
持

ち
、
と
の
市
場
は
剛
弁
一
向
た
資
金
佐
以
っ
て
政
府
の
旭
債
を
有
利

に
し
て
ゐ
夫
。
ま
た
公
債
め
起
債
や
償
還
を
某
礎
と
し
て
資
本

の
蓄
積
も
た
か
ま
り
。

レ
ン
ト
ナ
l
の
階
級
を
増
加
し
た
。
然

る
に
戦
後
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
勃
設
と
と
も
に
純
粋
友
レ
ン

ト
ナ

l
の
階
級
は
淡
落
し
、
公
債
市
揚
も
急
激
に
そ
の
範
闘
を

縮
少

L
た
。
か
ろ
な
る
と
国
家
経
済
は
直
接
私
経
済
の
生
産
資

本
と
起
債
を
争
は
ね
ば
友
ら
た
い
の
で
あ
る
が
、
乙
の
mm勢
に

あ
っ
て
も
向
枇
命
日
民
主
黛
は
財
政
を
整
理
せ
や
に
、
枇
合
費
を

膨
張
さ
せ
て
ゐ
た
。
そ
の
結
果
は
図
案
地
方
を
通
じ
て
起
と
つ

た
利
子
の
高
騰
・
短
期
債
の
増
大
、
信
用
の
失
墜
で
る
る
。

ロ
ス
に
よ
れ
ば
将
来
の
公
債
政
策
は
「
計
霊
的
資
本
政
策
」
と
し

て
、
思
に
財
政
を
巾
心
と
す
る
も
の
で
は
か
仏
〈
、
岡
家
経
済
、

園
民
経
済
全
般
の
資
本
の
分
配
を
考
慮
し
て
行
は
れ
ね
ば
た
ら グ

第
四
十
四
巻

六

O
八

第
四
銃

一一」ノ、

た
い
。主

」
と
わ
で
従
来
の
財
政
事
で
は
公
債
利
用
の
原
則
と
し
で
.

第
一
に
直
接
牧
ハ
命
を
問
的
と
す
る
公
企
業
の
投
資
、
第
二
に
聞

援
に
閣
民
経
砲
門
の
生
産
性
を
た
か
め
る
や
う
な
公
共
的
設
備
の

投
資
、
第
一
ニ
に
戦
争
共
他
の
事
擦
の
揚
ム
日
を
分
ち
、
公
債
は
先

づ
原
則
と
し
て
公
企
業
の
投
資
比
川
び
ら
れ
同
た
た
ら
ば
、
利
排

償
還
に
確
賓
で
あ
る
と
云
ふ
の
が
遇
設
で
あ
る
。
然
る
に
グ
ロ

ス
忙
よ
れ
ば
、
岡
民
経
済
の
資
本
が
一
般
に
歓
乏
せ
る
現
在
で

は
右
の
様
た
公
債
利
用
原
則
は
不
充
分
で
あ
る
。
何
故
と
一
式
ふ

に
、
共
は
岡
家
企
業
の
収
円
分
性
を
最
も
蹄
賓
た
棋
準
に
し
て
ゐ

る
の
で
る
る
が
、
貸
は
図
家
企
業
の
牧
谷
は
そ
の
濁
占
的
地
位

に
よ
っ
て
著
し
く
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ぽ
賃
際
上

は
る
一
〈
牧
径
の
た
い
園
家
企
業
で
も
、
モ
の
濁
占
的
地
位
を
利

別
し
て
租
税
的
性
質
を
沿
ぴ
た
狗
占
領
格
に
よ
っ
て
外
見
上
牧

日
企
を
た
か
め
、
公
債
の
利
子
を
支
挽
ふ
事
が
問
来
る
・
か
〈
し

て
図
民
経
済
の
資
本
は
突
第
に
濫
別
主
」
れ
て
行
〈
の
で
る
る
。

国
家
が
租
税
に
よ
っ
て
経
費
を
調
達
す
る
際
に
は
‘
牧
白
金
仲
間
と

云
っ
た
様
左
私
経
済
の
蒸
準
を
超
越
し
た
「
共
同
経
済
的
」
考
慮

Herbert. Gros::;， PToblerne des d偽nt1. Kredits im Del.ltschJand. Ein Beitr:1g 
尻町 Ncmordnung der z自己ntl.Kaplt.Jpolitik. (Finan叫町hiiv.N.F. Bd. 1. 1933・j
3) 



に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
ゐ
る
と
同
じ
く
、
将
来
の
公
債
政
策
も

閥
民
経
済
会
慌
の
安
本
の
計
霊
的
友
利
用
を
目
標
に
し
て
行
は

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
上
が
グ
ロ
ス
の
公
債
利
肘
の
原
則
で
あ
る

我
々
は
進
ん
で
グ
ロ
ス
の
「
計
書
的
資
本
政
策
」
の
内
容
を
一
瞥

じ
ゃ
う
。

グ
ロ
ス
の
言
ふ
所
に
よ
れ
ば
計
護
的
資
本
政
策
の
日
棋
は
先

づ
「
公
共
的
投
資
の
賓
質
的
危
範
関
と
テ
ン
ポ
と
を
年
々
の
資

本
蓄
積
と
私
経
済
の
資
本
需
要
章
一
に
適
合
さ
せ
る
事
で
あ
る
。
」

そ
の
偽
陀
は
沿
っ
貯
諮
品
川
席
、
健
康
保
険
机
九
日
、

'
7
〉

h
巳
〉
hkhι

〆1
A

V

P

A

F

A

V

J

p

i

融
機
聞
の
功
賃
金
を
政
府
だ
け
で
澗
占
せ
や
に
な
る
べ
く
私
経
済

の
生
産
的
投
資
に
も
利
用
す
る
事
を
考
へ
ね
ば
た
ら
な
い
が
、

グ
ロ
ス
の
力
説
す
る
勃
は
そ
れ
上
り
も
む
し
ろ
財
政
の
整
迎
で

あ
り
、
社
合
費
の
削
減
で
あ
る
。
即
ち
地
方
圏
慌
の
救
済
事
業

道
路
、
運
河
、
水
利
事
業
等
の
合
計
検
査
を
巌
重
に
貴
行
し
て

と
れ
を
例
へ
ば
犬
碕
省
忙
統
一
す
る
。
或
は
又
帝
国
財
政
、
地

方
財
政
問
の
財
政
調
整
司

-
5
5
2主
2
♀
)
に
よ
っ
て
、
地
方

の
財
政
力
を
越
え
る
様
た
枇
合
事
業
を
中
央
に
移
し
で
、
地
方

の
経
費
は
地
方
同
有
の
財
源
を
以
て
充
足
す
る
様
に
す
る
。

最
近
猫
逸
に
於
け
る
会
債
政
策
論

乙

れ
等
は
ず
ぺ
℃
資
本
の
濫
別
に
陥
る
た
そ
れ
の
る
る
超
債
を
制

限
し
て
、
中
央
の
起
債
源
泉
を
枯
渇
さ
せ
や
に
維
持
す
る
方
法

で
あ
品
。
右
の
様
友
グ
ロ
ス
の
主
張
は
也
大
左
軍
事
費
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
に
枇
舎
費
を
節
約
し
つ

L
あ
る
ナ
チ
ス
政
府

の
要
求
に
も
合
致
す
る
様
に
息
は
れ
る
。

一
、
国
家
信
用
か
圃
家
権
力
か

濁
逸
政
府
は
一
九
三
四
年
三
月
以
来
「
禿
本
投
資
法
』
岡
山
叩
込
山
一
目

r問。

問2
2
4
F
「
公
償
提
資
法
」
「
〉
巳
2
ず
4
2
Z
2
2
N
)
等
に
よ
っ
て
合
枇

円
間
常
を
判
限
し
、
L
川

内

l

七
ン
ト
主
連
唱
え
る
配
役
は
」
れ
た
公
債
投

突
に
常
て
る
べ
き
事
を
規
定
し
て
ゐ
る
出
忠
弘
る
般
態
に
於
て
そ
も

f
、
、
公
債
の
起
債
は
岡
家
信
用
に
慕
い
て
行
は
れ
る
も
り
で
あ
ら
う

か
。
或
は
又
「
岡
家
権
力
」
は
「
図
家
信
用
」
に
と
っ
て
か
は
る
事
が
出
来

る
で
あ
ら
う
か
。
か
う
い
っ
た
問
題
を
宇
k

理
論
的
に
取
扱
っ
た
も
の

に、

P
ハ
1

ベ
ル
メ
ー
ル
の
「
起
債
に
於
け
る
信
用
原
則
止
岡
家
構
成
」

が
あ
る
。
ハ
1
ベ
ル
メ

1
ル
は
先
づ
「
自
由
主
義
時
代
」
の
公
債
と
私
債

左
を
起
債
の
難
か
ら
比
較
し
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
公
債
起
債

の
僚
件
に
は
私
債
と
同
様
に
、
客
観
的
保
件
と
主
観
的
係
件
が

あ
る
。
客
観
的
保
件
と
は
資
本
市
場
の
構
造
で
あ
り
、
ま
た
貸

附
資
本
の
供
給
旦
重
で
あ
る
。
主
観
的
保
件
と
は
信
用
で
あ
り
、

第
四
十
四
巻

第
四
披

七

ハ
O
九
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最
近
狗
逸
に
於
け
る
公
債
政
策
論

信
用
と
は
債
権
者
と
債
務
者
と
の
悶
の
心
理
的
友
関
係
で
あ

る
。
勿
論
こ
の
信
別
と
云
ふ
五
硯
的
僚
件
に
は
債
権
者
の
支
配

そ
れ
以
外

す
る
資
本
最
即
ち
客
観
的
前
提
が
必
要
で
あ
る
が
、

陀
債
権
者
の
債
務
者
に
針
ず
る
信
頼
の
意
識
、
印
ち
心
理
的
、

感
情
的
要
素
が
続
く
べ
か
ら
芯
る
も
の
で
あ
る
。
附
叫
様
狂
信
用

に
恭
〈
白
巾
公
山
川
は
私
的
E
C
何
等
兵
る
所
は
な
い
。
国
家
は
公

伯
を
訓
叫
E
す
k
n
J
い
て
は
、

-
謄
権
力
民
な
恒
質
を
持
て
，
私

経
済
企
同
一
の
水
準
に
立
ち
、
私
経
済
と
同
様
な
原
則
に
服
さ

ね
ば
左
ら
な
い
。
債
務
者
た
る
岡
家
の
信
州
欣
態
を
調
査
し
と

れ
を
決
定
す
る
も
の
は
債
棟
者
た
る
資
本
家
で
あ
っ
て
、
国
家

は
資
本
家
の
イ
ニ
シ
ヤ
テ
イ
プ
を
如
何
と
も
す
る
事
が
出
来
危

ぃ
。
た
ピ
岡
家
信
別
は
租
税
楼
に
基
礎
を
置
い
て
ゐ
る
か
ら
、

私
的
信
用
と
一
際
具
っ
て
ゐ
る
様
に
見
え
る
。
併
し
園
家
も
亦

経
済
的
、
政
治
的
事
賓
の
影
響
を
売
れ
ざ
る
も
の
で
る
り
、
従

っ
て
ま
た
園
出
家
の
信
用
も
か
ミ
る
事
件
の
経
過
に
従
っ
て
勤
務

し
安
定
す
る
事
は
私
経
桝
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

所
で
ハ

1
ペ
ル
メ
ー
ル
に
よ
れ
ば
信
用
に
基
く
自
由
公
債
は

自
由
主
義
時
代
の
特
徴
で
あ
る
が
、
国
家
が
国
民
生
活
上
の
重

第
四
十
回
巻

プt

O 

第
四
就

i¥、

要
友
任
務
を
途
行
ず
る
時
代
に
は
決
し
て
遁
首
た
手
段
で
は
友

ぃ
。
彼
は
例
へ
ば
ヒ
ル
フ
ア

I
J
ア
イ
ン
グ
H
H
ク
ロ
イ
ガ

1
借
款

に
見
ら
れ
る
様
た
岡
家
の
金
融
資
本
に
封
ず
る
屈
辱
的
な
譲
歩

を
痛
歎
し
で
ゐ
る
句

ハ
l
ベ
ル
メ
ー
ル
は
考
へ
る
。
そ
も
/
¥
租
税
が
国
家
権
力

に
上
っ
て
一
方
的
代
閑
尺
か
ら
徴
収
さ
れ
る
珠
山
は
私
絞
山
内
問

K
行
は
れ
る
椋
な
交
娯
経
済
を
以
て
し
で
は
「
公
共
的
需
要
L

を

充
足
す
る
事
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
公
債
も
亦
新
に
図
家

に
課
せ
ら
れ
た
「
公
共
的
経
費
」
を
充
足
す
る
賄
で
は
租
税
と
少

し
も
疲
ら
た
い
の
に
、
何
故
に
公
債
に
限
っ
て
私
経
済
と
全
〈

同
様
な
信
肘
原
則
に
基
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。

く
て
ハ

I
ベ
ル
メ

1
1
F
の
問
題
は
公
債
を
信
用
原
則
の
代
り
に

租
税
と
同
様
た
図
家
権
力
に
基
礎
付
け
、
自
由
公
債
を
「
闘
家

化
」
ヨ
〈
凸
『
u
g
p
F
一-nrg
ご
す
る
事
で
あ
る
。

ハ
1
ベ
ル
メ
ー
ル
が
と
L
に
程
案
し
ゃ
う
と
す
る
の
は
明
か

に
強
制
公
債
で
あ
る
。

さ
う
だ
と
す
れ
ば
従
来
財
政
皐
で
し
ば

/
¥
議
論
さ
れ
た
強
制
公
債
の
枇
曾
的
、
経
済
的
弱
黙
を

E
う

解
決
す
る
の
だ
ら
う
か
。
就
中
強
制
公
債
は
利
子
負
捨
を
伴
ふ 由通

Peter Habermehl， Kreditpdnzip und Staa.tsautorItat lx:i d.er Schuldenaufnah.me 
(F. A.Bd. 3. Heft. 3・1935・)
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• 
最
も
不
公
平
友
租
税
で
あ
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

ハ
1
ベ
ル
メ

ー
ん
は
こ
の
非
難
に
針
し
て
が
う
答
へ
る
J

強
制
公
偵
を
刺
殺

と
同
一
視
す
る
考
へ
は
.
強
制
を
仲
ふ
ち
の
を
公
伎
と
は
考
へ

友
い
従
来
の
白
凶
公
伎
の
常
識
に
基
く
誤
謬
で
あ
る
。
強
制
公

債
は
る
く
ま
で
債
権
、
債
務
の
闘
係
を
前
提
と
し
た
公
債
で
る

り
、
而
も
同
時
に
こ
れ
を
蒸
礎
付
け
て
ゐ
る
も
の
は
信
川
原
則

で
は
な
く
、
奥
へ
ら
れ
た
図
次
の
任
務
を
是
非
と
も
途
行
せ
ね

ば
な
ら
左
い
と
一
五
ふ
「
強
制
の
意
識
」
で
あ
る
と
。
併
し
強
制
公

r
l
王

H
I
-
-剛
山
川
、
ノ
主
昨
日
二
仁
A
P

t4μ
虫
h
p
K
5
1
H
d
t
託

F
五
ぐ
と
日

¥
、

hJ叶
花
山
菅
市
川
う
全
品

j
a
i
l一

波
を
枕
し
切
れ
な
い
獅
洛
で
、
資
本
家
の
貸
附
能
力
を
考
慮
せ

ゃ
に
資
本
を
取
り
去
っ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
強
制
公
僚
が

信
加
原
則
を
捨
て
去
っ
た
後
も
筒
信
用
に
基
く
自
由
公
債
に
於

て
可
能
で
あ
っ
た
様
友
資
本
の
貸
附
能
力
の
選
揮
を
あ
や
ま
っ

て
は
た
ら
な
い
だ
ら
う
。
而
ー
も
ハ

1
ペ
ル
メ
ー
ル
に
よ
れ
ば
強

制
公
債
に
於
て
は
起
債
に
闘
す
る
一
切
の
イ
ン
シ
ヤ
テ
イ
プ
が

債
権
者
か
ら
債
務
者
た
る
闘
s
廷
に
移
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

際
同
家
は
自
ら
個
h

の
産
業
部
門
や
生
涯
一
方
法
に
従
っ
て
臭
る

と
こ
ろ
の
徐
剰
資
本
の
量
、
そ
の
時
党
動
、
貸
附
能
力
の
限

A
等

最
近
濁
逸
に
於
け
る
公
債
政
策
論

を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
こ
れ
が
向
来
れ
ぽ
確

か
に
国
家
は
白
巾
市
場
に
於
け
る
資
本
の
需
給
側
係
の
メ
カ

ズ
ム
に
織
込
ま
れ
る
事
も
友
く
・
「
信
川
」
と
云
ふ
様
な
資
本
家

の
主
観
的
な
思
惑
に
わ
や
ら
は
さ
れ
る
事
も
な
い
で
る
ら
う
。

併
し
果
し
て
園
一
家
は
資
本
の
貸
附
能
力
を
正
し
〈
把
撞
向
来
る

だ
ら
う
か
。
そ
も
/
¥
現
賓
の
図
家
は
信
川
以
外
の
如
何
友
る

手
段
で
岡
家
経
怖
と
私
経
消
と
の
問
の
資
本
の
需
給
闘
係
を
医

し
く
調
節
し
て
行
〈
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
。

ハ

l
ベ
ル
メ

ー
ル
は
乙
れ
に
到
し
℃
M
A
1

「
る
。
寸
況
に
凶
案
。
改
策
が
信
用
制

度
を
決
定
的
に
序
け
岡
家
槽
力
と
強
制
に
重
鈷
を
置
い
て
ゐ
る

時
に
、

か
や
う
友
問
題
を
追
求
し
て
ゐ
る
の
は
賓
践
が
科
事
的

よ0)意
t亡
先
行
す
る
と
工Z
J有
事
貨
を
i，~号
If~ 
ず
る
も
の
で
あ
る。
L 

併
し
第
一
に
図
家
権
力
が
強
化
さ
れ
、
信
用
制
度
が
序
け
ら
れ
た
と

一
耳
ふ
事
安
を
以
て
、
信
用
問
題
白
根
本
的
な
解
決
で
あ
る
と
考
へ
で
は

な
る
宜
い
。
む
し
ろ
多
〈
町
場
合
国
家
が
政
治
的
権
力
を
強
化
し
た
と

一
再
ふ
事
は
図
家
の
某
礎
が
動
揺
し
て
ゐ
る
事
実
を
暗
示
し
、
信
用
制
度

を
同
避
す
る
事
は
信
用
の
動
揺
を
陰
蔽
す
る
手
段
で
あ
る
。
第
二
に
淘

逸
で
現
に
貨
泊
さ
れ
て
ゐ
る
「
公
債
投
資
法
」
や
「
一
資
本
投
資
法
」
を
以
て

「
園
求
権
力
」
が
「
信
用
原
則
」
に
代
っ
た
と
単
純
に
考
へ
で
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
四
巻

~ 

ノ、

第
四
銃

え』
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最
近
濁
謹
に
於
け
る
公
債
政
策
論

こ
れ
ら
の
法
律
が
禿
本
の
利
潤
を
頚
制
的
に
公
債
投
突
に
向
は
せ
る
駐

を
見
れ
ば
、
一
腹
安
本
家
の
阿
家
に
到
す
る
「
信
用
の
意
識
L
即
ち
信
用

原
則
を
排
除
し
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
恥
も
知
れ
な
い
。
併
し
現
貨
に

は
公
債
よ
り
も
株
式
の
方
を
え
ら
ぷ
唆
木
家
が
ゐ
な
い
わ
け
で
は
な
い

と
れ
ら
の
資
本
家
に
謝
し
て
は
株
式
よ
り
も
公
備
投
務
の
方
を
和
制
的

に
優
遇
す
る
規
定
を
設
け
ね
ば
な
、
b
な
い
。
公
債
投
安
法
が
表
同
上
は

同
紙
力
に
質
脱
さ
れ
て
ん

Z
蔽
で

t
、
訴
は
紡
閉
そ
一
本
の
信
用
を
り
な
ぎ

〉

》

4

1

恥

r
一1
4
7
H

-
」
必
む
斗
川
崎
刊
に
捌
沖
合
巾
と
九
仁
川
む

L
V
Z
L
ち
t

u

v

一一一川一ハ出
M
V
E
，f
M
L

に
基
〈
強
制
公
債
以
外
の
外
〈
の
内
債
宇
外
債
に
つ
い
て
は
戸

l
ベ
ル

メ
ー
ル
の
理
論
は
用
官
官
し
な
い
。
己
の
揚
合
員
に
強
力
な
の
は
岡
家
で

は
な
〈
資
本
で
あ
る
。
「
悶
家
信
用
か
図
家
権
力
か
」
で
は
な
〈
、
貨
は

「
圏
家
信
用
則
岡
家
権
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
籾
逸
が
察
本
主
義
岡
家
で

あ
る
限
り
常
然
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
事
責
で
あ
ら
う
。

要
す
る
に
ハ

1
4
1
F
メ
1
1
F
は
信
用
の
物
的
茶
礎
た
る
費
本
を
そ
の

ま
L

に
し
て
を
い
て
、
た
M
L

「
図
家
穂
力
」
宇
「
強
制
の
意
識
」
に
よ
っ
て

「
信
用
」
と
一
五
ふ
資
本
家
的
意
識
を
排
除
し
中
う
正
す
る
の
で
あ
る
。
併

し
こ
れ
は
信
用
問
題
の
根
本
的
な
解
決
で
は
な
い
。
単
な
る
法
律
、
命

令
を
以
て
信
用
恐
慌
宇
イ
ン
フ
レ
1
V
ヨ
シ
を
避
け
得
る
も
の
で
は
な

い
。
岡
家
信
用
の
維
持
、
ィ
U
J

フ
レ
的
防
止
り
た
め
に
は
岡
家
権
力
の

問
題
よ
り
も
、
も
っ
と
賃
質
的
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

じ
w

問
、
生
産
カ
の
動
員
削
ち

4
シ
フ
レ
防
止
論

濁
懇
の
イ
ン
フ
レ
防
止
論
も
他
。
図
々
と
同
様
に
今
日
で
は
単
純
な

e 

t
F
四
十
四
巻

傍
四
貌

O 

ーノ、

Eヤフヂ
ie.，、レフ
の F方レ
!!t 且ニ 1 
政の Y
を flil ヨ
iP，主題~ '" 
けは政
、耳E策

公備を
債の:富
宇充味
遁賃ず
貨やる
の ?EH も
膨 1~Ë v 
肢ので
も才f は
ZJE聞な
皮う "， ν、
たた 0

J，_ 1>') 現
・で 1;: J.il' 

4 階
君臨り

て稿Zイ
と君t'" 

の
膨
脹
を
如
何
な
る
範
問
に
如
何
な
る
手
段
で
喰
ひ
止
め
る
か
と
一
志
伊
中

高
で
あ
る
。
と
与
に
「
非
イ
ン
フ
レ
紙
鰐
(
ロ
宵
宮
古
田
E
Cユ
色
町
的
主
主
盟

問
。
巴
)
の
設
行
に
よ
る
岡
費
の
剥
建
」
と
一
再
ふ
妙
案
が
あ
る
o

こ
れ
は
一

九
三
問
勾
R
U
ノ
L

ル
(
問
。

E
ユ
民
三
日
吋
一

P
Z
L
Hコ
ヨ
ふ
れ
よ
っ
て
明
ヘ

ち
れ
・
翌
年
工
、
三
時
思
宥
の
枕
到
、
更
K
同
ゐ
叶
ノ
Z

月
の
灰
杭
到
に

よ
っ
て
一
躍
片
附
い
た
論
争
で
あ
っ
た
。
私
は
蛤
品
に
ノ
エ
ル
設
の
要

旨
を
紹
介
し
中
ぅ
。

被
は
先
づ
通
貨
且
一
見
を
金
や
財
貨
の
現
在
量
に
限
定
し
、
其
以

上
の
膨
張
を
以
て
、
直
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
へ

る
蕎
式
の
理
論
を
批
判
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
イ
シ
フ
レ
の
限
界

を
た
す
も
の
は
金
平
財
貨
の
現
在
量
で
は
左
く
、
闘
民
経
済
の

動
態
的
た
生
産
可
能
性
或
は
生
産
力
で
あ
る
。
こ
の
生
産
力
の

某
礎
は
原
料
と
勢
働
で
る
り
、
と
れ
を
ノ
エ
ル
は
名
づ
け
て

国
民
経
済
的
信
用
基
金
(
〈
♀

r
z
r
z円
吉
己
弓

Z
F
a
z
p
E町)

と
一
言
ふ
。
と
の
基
金
は
決
し
て
同
定
し
た
不
費
量
で
は
た
〈
、

利
用
の
如
何
に
よ
っ
て
伸
縮
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

イ
シ
フ
レ
防
止
と
云
つ
で
も
荊
貨
量
を
何
等
か
の
窮
屈
左
筒
圏

内
に
制
限
す
る
事
よ
り
、
む
し
ろ
積
板
的
に
購
買
力
を
橋
大
し

R. Noll v. d. Nahmer， Die Deckung des offentIich.en Hedarfs durcb. nicb.ti-
nfl.atorische pa.piergeld.ausgabe. (F. A. 1934) S. 549正
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て
生
産
諸
力
を
動
員
し
利
刷
す
る
方
策
を
考
へ
る
べ
き
で
あ

る
。
蓋
し
通
貨
が
労
働
力
の
利
用
や
朕
料
の
開
拓
に
用
ひ
ら
れ

イ
ン
フ
レ
は
超
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

て
ゐ
る
限
り
、

さ
で
い
ま
岡
家
が
直
接
生
産
力
の
利
問
者
と
友
る
場
合
を
考

へ
る
。
現
代
の
岡
家
そ
の
も
の
は
生
産
者
で
は
な
い
が
、
岡
家

の
行
ふ
匡
赦
事
業
、
道
路
、
何
川
の
改
善
、
土
地
改
良
等
は
間

接
的
に
悶
民
維
持
の
生
産
力
を
た
か
め
る
か
ら
、
こ
の
際
圏
家

の
事
業
の
た
め
に
賛
行
さ
れ
る
泌
貨
の
泉
礎
に
は
所
詔
「
園
児

経
済
的
信
肘
基
金
」
が
存
在
す
る
わ
け
ず
あ
る
。

と
れ
に
反
し

ご
日
記
3
泊
以
一
丁
す

5
主化旬、
J

H
ミ

r
q
p
-
I
λ
h
f
d
)
I
2
1

!ド

:
z
d
g
l
i
a
-
J
イ

14H『

h
v
p
U
H
-
-
d
-
-
J什
江
川
代

f
fイ
l
u

定
量
が
友
け
れ
ば
左
ら
ぬ
な
ど
考
へ
て
は
な
ら
友
い
。
国
家
の

創
造
す
る
信
川
は
商
品
手
形
と
異
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

揚
合
図
家
は
従
来
の
段
K
公
債
や
租
税
に
よ
っ
て
貨
幣
を
調
達

し
で
は
友
ら
な
い
。
租
税
や
公
債
は
直
接
、
間
接
に
岡
氏
経
済

の
購
買
力
を
減
返
さ
せ
る
も
の
で
る
り
、
結
局
間
民
の
消
資
力

を
岡
家
に
移
摘
押
し
た
に
過
F
d

な
恥
か
ら
、
積
極
的
に
生
産
力
を

動
員
す
る
殺
某
を
も
た
友
い
h
e
J
F

エ
ル
は
考
へ
る
。
も
し
一
闘

の
岨
労
働
や
天
然
資
保
が
岡
家
の
-
需
要
及
び
私
経
済
の
需
要
を
二

つ
友
が
ら
満
た
す
に
足
る
程
豊
富
で
る
れ
ば
、
何
も
好
ん
で
租

最
近
凋
謹
に
於
け
る
公
債
政
策
論

税
に
よ
っ
て
私
経
済
の
消
費
を
節
約
さ
せ
る
必
要
は
左
い
。
こ

の
場
合
に
は
む
し
ろ
岡
家
経
済
や
私
経
済
の
消
費
の
増
進
と
そ

生
産
力
の
増
大
を
も
た
ら
す
所
以
で
あ
る
。
岡
氏
の
購
買
力
を

減
退
さ
せ
や
に
、

幣
の
後
行
で
る
る
。

所
で
人
々
は
凶
家
祇
幣
の
議
行
を
以
て
芭
ち
に
イ
シ
フ
レ
を

聯
想
す
る
。
併
し
現
在
で
は
岡
家
紙
幣
も
銀
行
雰
も
資
質
的
に

区
別
が
た
く
な
っ
て
ゐ
る
。
現
に
ア
メ
リ
カ
や
朔
逸
で
行
ば
れ

て
ゐ
る
失
業
救
済
事
業
の
資
金
は
金
融
技
術
上
は
護
家
銀
行
を

介
し
て
銀
行
山
本
の
形
式
で
散
布
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
呉
川
資
目
的

国
交
の
購
買
力
を
た
か
め
る
方
法
は
岡
家
紙

に
は
園
家
紙
幣
と
挺
り
は
な
い
。
然
る
に
人
々
は
岡
家
紙
幣
の

揚
合
は
イ
ン
フ
レ
の
危
機
を
論
じ
、
銀
行
去
の
坦
割
合
は
通
貨
の

安
全
性
を
信
じ
て
ゐ
る
。
共
は
も
は
や
現
買
に
は
存
在
し
た
い

護
家
銀
行
の
「
自
律
性
」
を
信
や
る
奮
い
自
由
主
義
の
幻
想
で
あ

る
。
銀
行
禁
に
劃
す
る
信
頼
、
国
家
紙
幣
に
劃
す
る
不
安
、
共

は
結
局
委
券
銀
行
は
園
家
陀
針
し
で
通
貨
や
擁
誕
す
べ
き
も
の

ピ
と
云
ふ
偉
統
的
危
誤
謬
に
基
い
て
ゐ
る
。
共
は
元
来
闘
際
金

融
資
本
閣
の
ラ
イ
ヒ
ス
・
パ
ン
ク
の
監
現
に
よ
っ
て
濁
逸
岡
民

を
利
子
奴
隷
に
陥
れ
た
ド
ウ
ズ
案
の
精
神
で
る
っ
た
。
「
併
し
か

L
る
考
へ
は
圏
中
哉
の
全
能
に
闘
す
る
図
民
枇
A

世
田
一
主
義
的
観
念
と

第
四
十
四
巻
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四
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最
近
旧
制
遜
に
於
け
る
公
債
政
策
論

会
《
矛
盾
す
る
。
:
・
・
通
貨
傾
値
の
維
持
に
閲
す
る
考
慮
は
む

し
ろ
第
一
に
岡
家
の
仕
事
で
あ
っ
て
、
波
法
銀
行
は
か
や
う
な

仕
事
に
際
し
て
岡
家
を
助
け
る
穏
に
そ
の
召
使
ひ
と
し
て
呼
ぴ

-

t

E

J

 

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
o」

k
Aけ

私
は
と
れ
以
上
寸
第
三
帝
国
」
に
到
す
る
ノ
エ
ル
の
忠
誠
を
吟

味
す
る
必
要
を
認
め
な
い
。
併
し
ノ
エ
ル
の
「
ド
イ
ツ
的
」
な
理

論
、
ア
ヌ

F
力
金
細
資
本
に
M
M
よ
る
一
反
日
以
♂
も
向
ら
字
、
械
の

理
論
の
純
粋
に
安
営
す
る
の
は
皮
肉
に
も
ア
メ
リ
カ
な
の
で
る

る
。
郎
ち
紋
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
私
終
消
及
び
岡
家
経
済
の

需
要
を
充
分
み
た
す
事
の
出
来
る
也
大
友
資
源
を
持
っ
て
ゐ
る

か
ら
、
租
枕
を
全
践
し
て
私
終
消
の
消
費
を
た
か
め
、
同
時
に

図
家
紙
幣
を
以
て
失
業
者
を
救
消
す
る
事
が
出
来
る
。
か
く
し

で
ノ
エ
ル
は
ア
メ
リ
カ
を
彼
の
現
論
の
賓
験
室
と
心
得
て
ゐ

る
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
=
ュ

1
デ
イ

1
ん
に
釘
し
で
か
う
忠
告

す
る
。
企
・
年
間
住
聯
邦
諸
州
の
租
枕
を
停
止
せ
よ
。
而
し
て
そ

の
間
関
費
を
全
部
闘
衆
紙
幣
で
賄
へ
。
さ
う
す
れ
ば
向
上
せ
る

消
受
力
を
基
礎
に
し
て
産
業
は
同
復
し
失
業
者
は
減
退
す
る
で

あ
ら
う
と
。

ノ
エ
ル
は
無
限
の
宵
を
械
し
て
ゐ
る
ア
メ
リ
カ
に
也
大
友
失

業
者
の
存
在
す
る
現
出
を
考
へ
る
事
を
全
く
忘
れ
て
ゐ
る
。
正

N 
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四
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六
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四

第
四
競

一

に
こ
の
黙
に
彼
の
重
大
な
誤
診
が
る
る
。
印
ち
彼
は
イ
Y

フ
レ

の
防
壁
と
し
で
躍
に
自
然
や
努
働
の
生
産
力
を
考
へ
る
だ
け
で

と
れ
ら
の
生
産
力
を
動
員
す
る
に
は
現
貨
に
如
何
友
る
制
約
が

存
在
す
る
か
に
つ
い
て
全
く
考
へ
友
い
。
天
然
資
源
を
開
拓
す

る
に
は
川
労
働
の
他
に
生
産
技
術
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
而
も

労
働
と
技
術
の
結
合
は
今
日
の
資
本
主
義
図
家
で
は
資
本
家
的

土
h
k
h
J
ポ
¥γ
ヘ
ド
帥
治
川
主
こ

u
t
コ戸
hJ1
土
1
1
t
I
〉

I
1
3

j
'
-
L
7
m
J
3
〆
【
に
肌
打
訓
川

I
よ
1
U
/
r
h
v
J
-

づ
っ
ト
i
o
O
A
，AN司

ιι
」ヲ
J
e
-
-
v
d
か

ん

し

と
F

産
力
を
増
大
し
ゃ
う
と
云
ふ
要
求
が
如
何
に
切
貧
で
も
資
本
家

的
諸
制
度
と
矛
盾
す
れ
ば
現
寅
に
行
は
れ
得
左
い
。
従
っ
て
軍

た
る
持
働
や
照
料
で
は
な
く
、
資
本
家
的
制
』
度
を
通
じ
て
動
員

さ
れ
る
生
産
力
が
イ
ン
フ
レ
防
止
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
で
左
け
れ

ば
友
ら
友
い
。
ノ
エ
ル
設
の
批
判
の
課
題
は
こ
の
蛤
を
明
か
に

す
る
事
で
あ
る
二
九
三
五
年
の
「
ア
ル
ヒ
フ
」
に
於
け
る
A
・シ

ュ
ミ
ッ
ト
や
R
h
シ
ユ
ト
ウ
ツ
ケ
ン
の
批
判
は
こ
の
黙
に
燭
れ

た
も
の
で
わ
っ
た
。

第
一
に
生
産
力
を
増
大
す
る
潟
に
は
生
産
設
備
の
欣
態
を
考

へ
る
必
要
が
あ
る
。
偲
令
、
関
内
に
曲
旦
富
左
原
料
が
あ
っ
て
も

生
産
技
術
が
幼
稚
で
あ
る
か
、
生
産
設
備
が
古
び
て
ゐ
る
時
は

こ
れ
を
開
設
す
る
に
英
大
友
コ
ス
ト
を
妥
し
或
は
コ
ス
ト
の
遁

品
開
ー
を
惹
起
す
る
か
ら
、
結
局
芳
分
訟
原
料
を
確
保
す
る
事
が
出

N凸11，a. a. O. S. 567. )
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来
友
い
に
ら
う
。
且
つ
向
恐
慌
の
影
響
を
脆
し
切
れ
な
い
現
在

で
は
資
本
家
は
奮
い
設
備
を
使
ひ
翠
す
ま
で
は
容
易
に
新
し
い

固
定
設
備
を
投
資
し
友
い
。
新
た
同
定
資
本
が
投
資
さ
れ
、
生

産
費
遁
減
の
法
則
が
作
用
し
て
、

と
L

に
始
め
て
新
に
向
上
し

た
購
買
力
に
生
産
力
が
封
感
ず
る
事
が
出
来
る
の
で
る
る
が
、

か
L

る
段
階
に
達
す
る
に
は
相
営
の
期
聞
が
必
要
で
る
る
。
そ

れ
ま
で
は
.
図
衆
紙
幣
を
務
行
ナ
れ
ば
す
る
位
、
物
侵
騰
貴
に

拍
車
を
か
け
る
に
温
州
ぜ
な
い
。

第
二
に
今
日
の
資
本
家
的
生
産
方
訟
で
は
快
方
銀
の
問
題
も
者

地
4
9

る
事
は
出
来
泣
い
。
岡
家
紙
幣
に
よ
る
失
業
救
済
は
官
然

一
般
物
僚
の
騰
貴
に
従
っ
て
ま
た
持
銀
の
騰
貨
を
引
き
起
こ
す

か
ら
、
生
産
は
そ
れ

rけ
不
利
に
な
る
。
従
っ
て
持
銀
が
不
営

に
昇
れ
ば
資
本
家
は
生
産
を
縮
小
す
る
か
、
少
数
の
労
働
者
の

持
働
を
強
化
す
る
か
、
生
産
物
の
債
併
を
更
に
引
上
げ
る
か
し

-
泣
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
〈
て
生
産
力
(
勢
働
力
)
が
充
分
動
員

さ
れ
ぬ
前
に
イ
ン
フ
レ
の
徴
候
が
現
れ
る
。

第
三
に
図
家
紙
幣
の
禁
行
に
つ
い
て
現
在
の
金
融
制
度
を
無

闘
し
で
は
左
ら
た
い
。
蛮
務
銀
行
の
外
に
山
阿
国
家
紙
幣
を
護
行

最
近
淘
抽
唱
に
於
け
る
公
債
政
策
論

す
る
機
闘
が
存
在
す
る
左
ら
ば
今
日
の
金
融
組
織
は
分
裂
し
、

統
一
的
友
信
用
政
策
の
機
能
は
喪
は
れ
る
。
従
っ
て
従
来
不
完

全
乍
ら
利
子
の
作
用
に
よ
っ
て
生
産
財
生
産
部
門
と
消
費
財
生

接
部
門
の
聞
に
保
た
れ
て
ゐ
た
生
産
活
動
の
均
衡
が
破
壊
さ
れ

る
か
ら
、

と
4
h

忙
恐
慌
や
イ
ン
フ
レ
の
起
る
可
能
性
が
あ
る
。

向
今
日
で
は
鼠
家
紙
幣
に
叫
到
す
る
心
理
的
友
恐
怖
も
充
分
イ
ン

ブ
レ
の
原
悶
と
左
る
に
ら
う
。

以
上
の
批
判
は
す
べ
て
今
日
の
生
産
方
法
や
金
融
制
度
を
前
阻
比
す
れ

ば
、
国
家
紙
併
に
よ
っ
て
人
斜
的
に
腕
武
力
を
柑
加
さ
せ
る
事
は
必
し

も
生
産
力
古
副
長
す
る
和
梨
と
な
ら
な
い
で
、
却
て
認
慌
や
イ
ン
フ
レ

の
危
機
を
朗
長
ナ
る
お
そ
れ
が
あ
る
軌
を
指
摘
し
、
結
論
と
し
て
む
し

ろ
租
挽
や
利
子
政
策
に
よ
っ
て
生
産
或
は
消
費
の
行
き
過
ぎ
に
麹
常
な

抑
制
を
加
へ
消
袈
よ
り
も
蓄
積
を
助
長
す
る
事
を
ナ
ミ
め
て
ゐ
る
。
こ

の
結
論
は
極
め
て
保
守
的
で
る
る
け
れ
ど
も
、
現
貨
の
制
約
を
無
視
し

て
ゐ
る
ノ
品
ル
の
理
論
に
劃
し
て
は
一
腹
批
列
的
な
意
義
を
持
つ
事
が

出
来
た
と
一
再
へ
や
う
。
と
れ
に
謝
し
て
ノ
且
ル
は
再
び
昨
年
白
「
ア
ル

ヒ
フ
」
で
答
へ
、
そ
の
論
文
の
終
り
で
は
岡
家
紙
幣
は
公
債
経
済
的
弊

害
た
る
「
利
子
奴
隷
制
」
を
底
止
す
る
と
か
、
委
本
田
下
で
働
け
な
い
失

業
者
を
勢
働
来
仕
白
銭
に
動
員
す
る
と
晶
一
再
ふ
長
所
を
あ
げ
て
ゐ
る
、

併
し
濁
議
。
現
貨
を
考
慮
す
る
際
に
、
彼
は
元
白
「
理
論
」
に
重
大
な
修

正
を
ほ
ど
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
o

第
四
十
四
巻

六
一
五
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四
毅
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最
近
淘
抽
唱
に
於
け
る
公
債
政
策
論

濁
逸
は
年
々
食
料
苧
原
料
を
斡
入
し
而
も
図
内
に
金
が
般
乏
し
て
ゐ

る
か
ら
、
も
し
租
栴
怖
を
肢
し
閤
家
紙
幣
を
務
行
し
て
問
内
の
購
買
力
在

煽
れ
ぽ
、
験
入
機
帯
、
鴛
替
下
落
。
V

一
週
じ
て
イ
Y

フ
レ
が
勃
愛
す
る
だ

ら
う
。
生
産
力
の
動
員
或
は
イ
シ
フ
レ
防
止
の
怨
に
現
に
濁
逸
E
賀
行

し
て
ゐ
る
政
策
は
ノ
エ
ル
の
骨
子
中
所
と
い
さ
L

か
具
る
。
第
一
に
一
部

外
図
原
料
の
総
入
禁
止
、
と
れ
は
ジ
ヤ
ハ
ト
等
に
よ
れ
ば
凶
成
原
料
を

間
後
し
て
聞
も
失
業
者
を
動
員
さ
せ
る
放
M
m
E
持
つ
で
ゐ
る
o

併
し
貨

は
閣
内
服
料
ゆ
間
隔
は
外
凶
か
ら
穴
山
一
亡
り
も
設
に
J

沿
い
山
口
別
配
仰
は

ね
ば
な
ら
な
い
か

b
、
世
界
市
場
に
於
け
る
濁
逸
の
競
守
カ
を
維
持
す

る
鎚
に
、
産
業
設
備
軍
の
安
い
勢
働
力
を
動
員
し
宇
う
と
一
zz訟
の
で
る

る
。
第
二
に
消
費
の
強
制
節
約
、
と
れ
も
消
費
節
約
に
よ
ワ
て
得
た
斐
金

を
以
て
外
岡
原
料
を
轍
入
し
て
産
業
活
動
を
維
持
し
、
失
業
者
を
減
少

さ
せ
る
と
一
疋
ふ
名
問
で
働
行
さ
れ
で
ゐ
る
。
「
歎
十
寓
の
人
々
が
努
働
な

〈
パ
ン
な
〈
過
ご
ナ
よ
り
も
、
む
し
ろ
ま
だ
そ
れ
よ
り
も
耐
え
得
る
十

四
日
乃
至
三
週
間
の
パ
タ
白
紙
乏
の
方
を
え
ら
び
、
か
く
し
て
簡
約
さ

れ
た
銭
替
委
金
を
原
料
の
輸
入
に
常
て
、
勢
働
白
戦
争
を
つ
ピ
け
ム
ア

ぅ
。
」
(
ゲ
ヴ
4

ル
ス
)

以
上
の
事
貨
を
見
れ
ば
、
濁
逸
政
府
は
生
産
力
(
努
働
力
、
原

料

の
動
員
邸
ち
失
業
問
題
や
原
料
問
題
の
解
決
を
目
擦
に
全

力
を
る
げ
て
ゐ
る
が
、
共
は
大
衆
の
購
買
力
を
向
上
し
消
費
を

増
大
す
る
方
法
に
よ
っ
て
ピ
は
な
〈
、
む
し
る
大
衆
の
消
費
節

的
や
持
働
の
強
化
を
通
じ
行
は
れ
て
ゐ
る
事
が
明
か
に
左
る
だ

第
四
十
四
巻

六
一
六

第
四
競

四

h

り
う
。

ノ
エ
ル
は
と
の
濁
逸
の
苦
境
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
ワ

た
。
彼
は
後
の
論
文
で
濁
逸
に
於
て
は
イ
ン
フ
レ
を
防
止
す
る

震
に
、
租
税
や
其
他
の
政
策
に
よ
っ
て
消
費
を
強
制
的
に
抑
制

し
注
げ
れ
ば
な
ら
ね
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
共
他
の
政
策
の
中
に

は
持
銀
を
入
国
制
的
に
吊
り
る
げ
る
勢
働
組
合
の
廃
止
も
含
ま
れ

，
司
、
d
t
J
m

d
{
-
J
U
-
〆e

ノ
工
作
の
諦
調
は
或
時
は
濁
品
砲
の
現
貨
を
飛
躍
し
た
様
注
柴

天
性
を
4
4
ぴ
、
或
時
は
調
洛
の
憂
欝
左
現
貨
に
踊
っ
て
来
る
。

こ
の
附
面
は
奇
妙
た
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
注
し
て
ゐ
る
。

ノ
エ
ル

は
一
方
で
租
税
負
捨
も
公
債
負
捻
も
件
は
や
、
ま
た
イ
ン
フ
レ

も
起
さ
な
い
様
に
岡
家
紋
幣
の
議
行
、
購
買
力
の
増
大
を
通
じ

て
生
産
力
を
動
員
し
ゃ
う
と
考
へ
る
。

と
れ
は
何
等
の
費
用
も

か
け
や
に
無
か
ら
有
を
創
造
し
ゃ
う
と
一
五
ふ
幻
想
で
あ
り
、
ま

た
岡
山
夜
の
擬
制
的
た
購
買
力
に
よ
っ
て
資
本
主
義
の
危
機
を
打

開
し
ゃ
う
と
す
る
改
良
主
義
の
思
想
で
も
あ
る
だ
ら
う
。
併
し

彼
は
濁
逸
の
現
寅
に
直
面
し
て
、
生
産
力
の
動
員
に
要
す
る
費

用
を
如
何
在
る
政
治
的
、
経
情
的
手
段
を
以
て
、
如
何
怠
る
閣

民
居
に
負
捨
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
考
へ
ぎ
る
を
得
・
な
か
っ
た
。
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